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○総務担当部長  

本日はお忙しい中、令和３年度荒川区総合教育会議にご出席いただき、ありが

とうございます。本日の会議につきましては、新型コロナウイルス感染症の拡大

防止のため、オンライン会議形式で行わせていただいております。 

早速ですが、本会議の主宰者であります西川区長より、ご挨拶をお願いいたし

ます。 

 

○西川区長  

本日はお忙しい中、令和３年度荒川区総合教育会議にご出席賜りありがとう

ございます。開会にあたりまして、一言ご挨拶申し上げます。 

教育委員の皆様におかれましては、日頃から、荒川区の教育行政につきまして、

深いご理解とご協力をいただき、誠にありがとうございます。 

さて、新型コロナウイルス感染症の流行は、臨時休業や学校行事の中止など、

学校教育に大きな影響を与えております。このような中で、今後も感染対策を徹

底するとともに、子どもたちが安心して学校生活を送ることができるよう、これ

まで以上に学習機会の確保や心のケアなど、取り組んでいく必要があります。 

本日の総合教育会議では「新型コロナウイルス感染症禍における学校教育」に

ついて、幅広いご見識をお持ちの先生方から様々なご意見を承りたいと存じま

す。 

簡単ではございますが、以上をもちまして私からの冒頭の挨拶とさせていた

だきます。 

 

○総務担当部長  

議事に入らせていただく前に、ご確認申し上げます。 

本日の議事録署名人につきましては、高梨教育長と、繁田教育長職務代理者と

させていただきますので、よろしくお願いいたします。 

なお、本日の会議の議事録につきましては、皆様にご確認いただき、署名人に

署名いただいた後、区ホームページに掲載する予定でおりますので、ご承知おき

ください。 

それでは、本日の議事に入らせていただきます。本日の協議事項「新型コロナ

ウイルス感染症禍における学校教育」について、事務局から説明いたします。 
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○学務課長  

「新型コロナウイルス感染症禍における学校教育」について、ハード面及びソ

フト面の対応について、ご説明させていただきます。 

まずは、ハード面の対応についてご説明いたします。 

感染対策の徹底を図るため、アクリル板をはじめとした各種物品を各学校に

整備しております。また、ウイルスに効果があるとされる光触媒のコーティング

を用務主事により施工しております。 

 次に、家庭学習の環境整備でございます。荒川区が全国に先駆けて整備してま

いりましたタブレットＰＣを１人１台体制化し、これをいつでも家庭に持ち帰

り勉強ができる体制といたしました。また、インターネットがない家庭には、Ｗ

ｉ-Ｆｉルーターを配布し、学習環境を整備してまいりました。 

 次に、学校内においても通信環境を強化するため、拡張工事を行い、通信速度

を強化してまいりました。 

 続きまして、ソフト面の対応についてご説明します。 

令和４年１月以降の新型コロナウイルス感染拡大第６波において、小・中学校

で多くの感染者が発生しました。こうした状況や、オミクロン株の感染力の強さ

を踏まえ、同一の学級において、１名の感染が判明した場合に学級閉鎖を行うな

ど、対策を強化してまいりました。 

 

○指導室長  

引く続き、ご説明させていただきます。 

全校でオンライン授業を実施し、授業と感染対策を両立いたしました。特に、

まん延防止等重点措置等期間中である２月１日以降につきましては、保護者へ

自宅からオンラインで授業参加をしていただくよう、お願いしたところでござ

います。多くのご家庭のご協力があり、学びを継続しながら、児童・生徒の感染

拡大を防ぎ、学級閉鎖を減少させることができました。 

 次に、家庭学習の充実に向けた取組でございます。授業以外での学びも充実さ

せてまいりました。ドリル学習コンテンツを小・中学校で広く導入いたしまして、

学校でも家庭でも基礎学力の向上に努めているところでございます。 

 また、教員がオンライン授業に取り組みやすい環境を構築いたしました。全

小・中学校に情報教育アドバイザーを配置したのですが、このアドバイザーの支

援が非常に効果的でした。 

 次に、学校行事における工夫でございます。抗原検査の実施やオンラインの活

用で、学校行事と感染対策を両立いたしました。修学旅行等宿泊を伴う行事の前

には、参加者全員に抗原検査を実施しております。先日、第五中学校の生徒が修

学旅行に行ってまいりましたが、生徒・保護者が大変喜んでいたという声を聞き
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ました。 

 次に、教職員にワクチンの優先接種を実施いたしました。 

 最後に、心のケアでございます。心理専門相談員が各校を巡回するとともに、

オンラインでの相談体制も整備したところでございます。また、教育センターに

おきまして、子どもや保護者の不安や悩みに対応するため、教育相談をオンライ

ンでも実施いたしました。 

 簡単ではございますが、説明は以上でございます。 

 

○総務担当部長  

それでは「新型コロナウイルス感染症禍における学校教育」ついて、ご意見を

いただければと存じます。繁田委員、長島委員、坂田委員、小林委員、高梨教育

長の順でお願いいたします。 

はじめに、繁田委員お願いいたします。 

 

○繁田委員  

新型コロナウイルス感染症禍において、学校教育を継続するために、先生方や

関係者の方々のなされたご努力は、誠に大変なものであったことと想像いたし

ます。そのご努力に心から敬意を表します。 

 私からは、私の専門でございます心の問題に関しまして、少々コメントをさせ

ていただきます。 

 オンラインの学習は大変便利であります。一方、慣れるのに非常に時間がかか

った先生や生徒もおられたと思います。しかも、刻々と感染の状況が変化する中

での対応でしたので、大変なストレスがあったことと思います。それに対しまし

て、先生や関係者、教育委員会の方々が、心理専門員やスクールカウンセラーの

方々と連携しながら、対面あるいは電話にてカウンセリングを行うなど、大変な

ご尽力をされたと伺いました。本当に強い支えになったことと思います。 

 また、オンライン授業で、生徒同士が直接顔を合わせる機会が減ったことを考

慮して、ホームルームをオンラインで開催されたことも伺いました。大変重要な

意味があったことと思います。 

 ただ、この状況について、少々気になる点もございますので、その点を言及さ

せていただきます。実際の教室で授業をいたしますと、授業の前後に仲の良い友

達同士で言葉を交わしたり冗談を言ったり、あるいは、他の友達にはちょっと聞

かれたくないことをおしゃべりしたりということがございます。オンラインで

は、このようなことを行うことができません。オンラインでは、皆さんが一堂に

会する交流になりますので、仲の良い友達同士でひそひそ話みたいなことがで

きないわけです。あるいは、通常の学校運営がなされている時には、一緒に下校
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しながら友達とだけ共有するような話もできていたことと思います。今後、そう

したことができないことがどのような影響をもたらすのか、具体的に想像する

ことはできませんが、こうしたちょっとした友達同士との交流は、他のものには

代えがたい効果があると思います。今後、更に技術が進んで、オンラインでもこ

のような特定の友達との交流ができるようになれば良いと思っております。 

 それからもう１点、こちらはもう少々重い課題でございます。小学校の授業で

はどの程度問題になるかは分かりませんが、私が現在働いております大学では、

実際の授業よりもオンライン授業の方が快適に勉強できるという学生が少なく

ありません。どのような学生かというと、コミュニケーションに問題を抱えてい

る学生です。彼らにとっては、不得意な人間関係を強いられずに勉強ができるか

らです。一見すると、新型コロナウイルスの感染拡大が、彼らにとっては好都合

であるようにも思われますが、それだけではないと考えます。以前は、人間関係

の構築が不得意でも頑張っていた人、あるいは仕方なく人間関係を持たざるを

得ない状況におかれて人間関係を渋々持っていた人、あるいは人と交流し調整

しなければいけなかった人たちが、苦手な環境の中で、人と付き合う技術を身に

着けていったように思います。もちろん、発達障害、アスペルガー症候群、自閉

症スペクトラムといった医療機関で診断がつくような学生はかなり難しいこと

と思います。ただ、医療機関で診断を受けることがないような、ごく軽い個性と

いえるような人たちは、むしろ人間関係の中で、人との付き合いを学んでいった

ような気がします。それが今、大学教育の中ではできないことが、将来、社会生

活に影響するのではないかと心配しています。 

もしかしたら、小・中学生においても同様のことが言えるのではないかと心配

しております。小・中学生の中にも人間関係が不得意な子は少なからずいます。

それは、ある意味個性でもありますが、今までの学校生活におきましては、人と

の関わりの中で、うまく社会適応する能力を無意識のうちに身に着けていたよ

うに思います。そのような機会が、新型コロナウイルス感染症禍においては、減

っているように思います。 

 また、新型コロナウイルス感染拡大前でさえも、現代では、小・中学生が友達

と十分に交流していたかというと、必ずしもそうでなかったようにも思います。

したがって、今後とも必ずしも新型コロナウイルス感染拡大前を基準にせず、少

しでも多くの友達と交流できるようなプログラムの実施や、先生あるいは関係

者の方々にご配慮をいただくことが、子どもたちの将来にとっては好ましいも

のであると思います。 

 以上でございます。いずれにしましても、この間に行われました関係者の皆様

のご努力に、心から敬意を表したいと思います。 
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○総務担当部長  

ありがとうございました。 

続きまして、長島委員お願いいたします。 

 

○長島委員  

私からは、教員の働き方改革という視点で、幾つか申し上げたいと思います。 

 数年前から、教員の働き方改革が大きな問題として取り上げられるようにな

りました。平成２８年度に実施されました文部科学省の調査や、平成３０年に実

施されましたＯＥＣＤによる国際調査において、日本の教員の勤務時間が非常

に長いことが明らかになりました。ＯＥＣＤの調査では、参加した国の中で、教

員の勤務時間が一番長い国は日本である一方、授業に携わる時間はあまり長く

ないという結果が出ており、非常にショックを受けました。それ以降様々なとこ

ろで教員の働き方改革が問題にされるようになりました。 

 平成２９年に文部科学省から中央教育審議会へ、教員の働き方改革に関する

諮問がなされ、平成３１年に答申が出たのですが、その間に、文部科学省が緊急

対策を示されたり、教育委員会に通知を出されたりしていました。また、答申が

出た後の平成３１年３月に、文部科学省から「学校における働き方改革に関する

取組の徹底について」という通知が出されました。 

 一方、東京都教育委員会でも、平成３０年２月に「学校における働き方改革推

進プラン」が策定され、荒川区では平成３１年２月に「荒川区立小・中学校にお

ける働き方改革プラン」が策定されました。区の調査でも、区内の小・中学校の

教員の１週間当たりの在校時間が、平均して６０時間を超えており、中学校では

７０時間を超える教員がいることも明らかになりました。 

 このような状況を改善し、先生方が子どもたちと向き合う時間を確保するた

め、業務改善や、スクール・サポート・スタッフの拡充、部活動の負担軽減、教

員の意識改革など様々な取組を進めていこうとしたところで、新型コロナウイ

ルスの感染拡大が始まりました。 

 ２年前に全国の小・中学校に休業措置が取られた際には、子どもたちの学習時

間をどのように確保していくか、その状況にどのように向き合っていくかとい

うことが、先生方にとって、勤務時間の長さよりも、非常に大きな課題であった

のではないかと思います。そして、感染状況の推移につれて、区ではタブレット

ＰＣの持ち帰りや、オンラインで授業やホームルームを実施することとなりま

したが、当初、先生方の負担は非常に大きいものであったことと思います。 

Ｗｉ-Ｆｉルーターの配布やアプリ・コンテンツの活用、各学校への情報教育

アドバイザーの配置や研修を行うことにより、困難な状況を乗り越えてきまし

たが、それは別の見方をすると、先生方の働き方改革を進めるということでもあ
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ったのではないかと思います。区がタブレットＰＣの活用を進めてきたことは、

子どもたちの学習の確保という点で、非常に大きな役割を果たしています。新型

コロナウイルスの感染拡大が収束しない中で、そのような強みが、先生方の勤務

時間が過大にならないことにつながっており、今後も続けていってもらいたい

と思います。そのためには、先生方がオンラインの環境に慣れていくことが第一

であり、現在行われている情報教育アドバイザーの配置や研修の実施などを継

続し、充実していくことが必要であると思います。加えて、既に行われているこ

とですが、教材等のコンテンツの活用などについて、様々な経験を先生方で共有

していくことも、先生方の勤務時間の短縮につながると思います。 

 次に、少し気になっていることについて、２つ申し上げます。 

 １つ目は、「荒川区立小・中学校における働き方改革プラン」に、小・中学校

の副校長先生の在校時間が非常に長いという結果が示されておりました。新型

コロナウイルス感染症の収束の見通しがつかない状況の中で、現在、副校長先生

に過度の負担がかかっていないか、気になっています。学校では、校長先生がご

自身を含めて教員全体の働き方について目配りされていると思いますが、教育

委員会でも教員１人１人の働き方について、一層注意していただきたいと思い

ます。副校長先生や若手の先生、転入された先生方については、特に配慮が必要

です。  

 ２つ目は、学校の研究活動についてです。区や都の研究指定を受けて、授業づ

くりや道徳教育、あるいは教育課程の編成などについて、様々な研究活動が行わ

れており、大きな成果を上げております。学校におけるこのような研究活動は非

常に重要で、先生方の力量向上に大きな役割を果たしていることは間違いあり

ません。一方で、新型コロナウイルスの感染拡大の状況によっては、その研究活

動が先生方にとって過度の負担となっていないか、注意する必要があるのでは

ないかと思います。 

 それから最後になりますが、目の前の子どもたちのために一生懸命働く、教師

というのはそのような仕事であります。先生方が長時間の勤務で疲弊してしま

わないよう、ある程度余裕のある中で、先生方ご自身も生き生きと活動できる環

境を確保していただきたいと考えております。 

以上です。 

 

○総務担当部長  

ありがとうございました。 

続きまして、坂田委員お願いいたします。 
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○坂田委員  

私からは、情報分野の視点で、幾つか申し上げたいと思います。 

 まず、新型コロナウイルス感染症禍において、荒川区が全国に先駆けてタブレ

ットＰＣや通信環境の整備を進めてきたことが、子どもたちの安全を守りつつ、

学びを続けるために大変役立ったことは明らかです。情報ツールを活用し、効果

的な学びを行えるようにするためには、準備と経験の蓄積が必要です。荒川区に

おいては、先生と子どもたちの双方が、情報ツールの使用にある程度慣れた状況

であって、家庭での活用の土壌ができていたことが幸いであったことと考えま

す。実際、最寄りの瑞光小学校の「瑞光だより」を読んでいますと、オンライン

で音楽のお琴の教室や、家庭科の裁縫の授業、さらには避難訓練を行っているよ

うです。ある意味では余裕も感じられまして、やはり日頃から情報ツールを使い

慣れていたことが、大変役立っていると感じます。  

 また、新型コロナウイルスの感染状況には波がありますが、感染が一時的に収

まった際も油断することなく、その間を利用して、次に備えた姿勢も重要であっ

たことと考えます。具体的に、ハード面では、区長部局に迅速に予算措置を講じ

ていただき、タブレットＰＣを１人１台体制としたことや、学校の通信容量を拡

大したことが挙げられます。ソフト面では、早い段階でタブレットＰＣの家庭へ

の持ち帰りを認め、必要な家庭にＷｉ-Ｆｉルーターを配布したこと、さらには

持ち帰ったタブレットＰＣで実際に授業を受ける練習を余裕のある期間に行っ

たことや、Ｇoogle クラスルームのような便利なツールを導入したことが挙げら

れます。その結果、現在、対面とオンラインを併用した授業も実施できておりま

す。 

一方で、現在、新型コロナウイルス感染拡大第６波がピークアウトしたという

見方もありますが、誰一人取り残すことのないよう、オンラインのより良い活用

方法について、継続的に検討していくことが必要であると考えます。例えば、子

どもたちが自由にグループ間を移動して談話ができるようなオンラインツール

も開発されておりまして、日常のコミュニケーションとできるだけ同じような

ことをオンライン上でできる環境があることも重要です。 

 一方で、情報ツールの活用には危険も潜んでいることは事実ですので、危険を

避ける手段や、他人を傷つけないための活用の際の情報倫理についても、より一

層教えていくことが大切であると思います。 

 新型コロナウイルス感染症禍における経験により、情報ツールの活用につい

て、様々な学びがあったことも事実であり、この経験を普段の学びの充実につな

げていければ良いと考えます。教育委員会では、そのためにタブレットＰＣの活

用指針の改定を行いました。情報ツールを活用することで、例えば分かりやすい

画像や印象に残る動画を使って、子どもたちに学習に一層興味を持ってもらう
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ことや、自分で問題意識を持ち調べた意見を立体的にまとめてもらうようなこ

ともできると考えます。特に、情報ツールを使用した家庭学習への支援は、新型

コロナウイルス感染症禍であることに関係なく続けていくことが重要です。以

前から申し上げておりますが、家庭学習の支援が学習若しくは教育の格差を縮

める上で、非常に重要です。デジタルの学習用ドリルなどは、教育の格差を縮め

る上で有効な手段になると考えます。教育委員会の定例会でも時々申し上げて

いるのですが、退職直後の授業の上手な先生方にご協力をいただいて、荒川区の

子どもたちが自由に視聴できる独自のビデオ教材みたいなものを制作しても良

いのではないかと考えます。例えば、子どもたちを見ていますと、つまずきやす

い数学の二次関数や空間図形などのテーマをゆっくり分かりやすく教えるとい

ったようなビデオが考えられます。 

 最後に、これまで情報ツールの活用について申し上げましたが、対面でないと

できない教育や対面の方が効果の高い教育が数多くあることも事実です。繁田

委員から指摘もありましたが、子どもたち同士の日頃の交流自体が心の成長の

糧や支えになっております。私の大学の研究室でも、新型コロナウイルスの感染

が一番沈静化した昨年秋に、思い切って対面での活動を大幅に増やしました。合

宿も実施しましたが、その結果、その後の学びの質が高まったことを実感してお

ります。我々は、新型コロナウイルス感染症禍で対面の機会が、いかに貴重な時

間であり、貴重な場であることについて、実感させられることとなりました。今

後、その感覚を忘れずに時間を大切にしながら、より質の高い教育を提供できる

よう、考えてまいりたいと思います。 

以上でございます。 

 

○総務担当部長  

ありがとうございました。 

続きまして、小林委員お願いいたします。 

 

○小林委員  

私からは、主に２点お話をさせていただきます。１点目に、新型コロナウイル

ス感染症禍での学校の研究活動、２点目に、柳田邦男絵本大賞に関してです。 

 この間、新型コロナウイルス感染症禍でありますが、荒川区の学校では研究活

動も重視されており、オンラインでの研究発表会を多く実施されておりました。

私自身も南千住第二幼稚園、尾久第六小学校、峡田小学校のオンラインでの研究

発表会に参加させていただきました。オンラインでの配信は、先生方にとってプ

レッシャーが強く、大変であったと思うのですが、先生方が相互に鍛え合いなが

ら非常に良い授業を行っておられました。また、その熱意に応えるかのように子
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どもたちも頑張っていまして、新型コロナウイルス感染症禍においても研究活

動を継続することは、大切であると感じました。 

 例えば、峡田小学校は学級活動を通じて、子どもたちの自己肯定感をどのよう

に高めるかをテーマに研究活動に取り組み、発表しておられました。新型コロナ

ウイルス感染症禍ということもあり、閉塞的な状況である中、子どもたちが自己

肯定感を持つことは中々難しいことと思います。だからこそ、この研究活動は重

要であったと思います。校長先生も非常に頑張られておられまして、荒川区は本

当に優れた先生方が多くいらっしゃると感じました。 

 ２点目ですが、新型コロナウイルス感染症禍におきましても、図書館運営を継

続されていたことは、すばらしいことと思います。閲覧者数を制限しながらも開

館しており、本の郵送サービスも行っておられまして、これは特筆すべきことで

す。 

 そして、今年第１４回を迎えた柳田邦男絵本大賞ですが、新型コロナウイルス

感染症禍の中でもたくさんの応募がありまして、柳田先生も本当によくやって

くださったと思っております。それで、柳田邦男絵本大賞が来年度第１５回を迎

えるということもあり、一つの節目として、柳田邦男絵本大賞を受賞された方々

に、インタビューをさせていただきました。   

インタビューの内容を少しご紹介します。１人目の藤倉さんは、今年、一般の

部で大賞を受賞されていて、小学１年生の時も子どもの部で大賞を受賞されて

います。お話をお伺いしたら、とにかく小さい頃から家で絵本の読み聞かせをし

てもらっていて、ご兄弟で同じ絵本を読み、深く議論をしていたとのことです。

あまりにも議論が活発だったため、お母さんから「もういい加減にしなさい。」

と言われるようなご家庭だったそうです。藤倉さんは、絵本があったからこそ、

家族が絆を強めることができたと語ってくれました。また、藤倉さんなのですが、

現在、子ども療養支援士を目指されており、絵本が自分の人生に指針を与えてく

れたとのことです。柳田先生が翻訳された絵本『だいじょうぶだよ、ゾウさん』

が自身にとっては宝物ということで、良い話を聞かせてくださいました。 

 ２人目の小林さんは、かつて一般の部で大賞を受賞された方です。息子さんに

絵本の読み聞かせを小さい頃からやっていて、息子さんは小学校に入る前から、

妹さんにご自身で絵本の読み聞かせをしていたと語ってくださいました。今、息

子さんは小学校の中学年ですが、朝起床後にまず行う日課は、小学生新聞を読む

ことだそうです。そして、趣味は園芸ということで、園芸に関する本などを愛読

し、親御さんに色々なことを教えてくださると語っておられました。また、『は

らぺこあおむし』は、子どもたちが大好きな絵本だそうです。小林さんですが、

ゆいの森あらかわを度々利用されていて、「ゆいの森あらかわは本当にありがた

い。」と語ってくださいました。 
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 そして、最後の下平さんは、ゆいの森あらかわで絵本をたくさん借りてきて、

毎晩お子さんに読み聞かせをしているそうです。お子さんの反応も含めて、ＳＮ

Ｓに絵本についての情報発信をされており、フォロワーが約１，０００人いるそ

うです。下平さんのお話の中でとても印象的であったことは、元々ご自身は、本

を読むことや図書館に対して苦手意識があったそうです。そんな中、「ゆいの森

あらかわに頻繁に行くようになり、子どもと一緒に本を読んで楽しんでいます。」

「ゆいの森あらかわは本当にすばらしいです。」と語ってくださいました。 

 このように、ゆいの森あらかわを中心とする読書活動のおかげで、読書好きの

子どもたちが荒川区でたくさん育っております。ゆいの森あらかわを拠点に豊

かな読書文化が育まれており、これは胸を張って堂々と日本だけではなく世界

に誇るべきことではないかと思います。新型コロナウイルス感染症禍であって

も、地道な読書活動は非常に重要であると思います。 

 

○総務担当部長  

ありがとうございました。 

続きまして、高梨教育長お願いいたします。 

 

○高梨教育長  

 まず初めに、新型コロナウイルス感染症禍の中にもかかわらず、総合教育会議

を開催していただき、教育委員の方々と率直な意見交換の場を設けていただい

たことに、厚く御礼を申し上げます。４名の教育委員の先生方から、ただいま大

変すばらしいご意見をいただきましたが、教育委員会の定例会におきましても、

専門的な立場から荒川区の教育をいかに向上させるべきかということについて、

大変参考になるご意見をいただいております。大変質の高い教育委員会の運営

がなされていることにつきまして、改めて御礼を申し上げます、 

 さて、新型コロナウイルス感染症の市中感染が２年以上に及ぶ中、教育委員会

では、西川区長が掲げている「未来社会の守護者である子どもたちを守る」ため

に、子どもたちのかけがえのない命を守りながらも、決して学びを止めてはなら

ないという決意の下、事務局からご説明させていただいたとおり、あらゆる方策

を講じながら教育活動の継続に努めております。 

 先ほど坂田委員からのご意見にもありましたように、荒川区が全国に先駆け

て整備したタブレットＰＣの１人１台体制化や、優れたＩＣＴ環境が、結果とし

て新型コロナウイルス感染拡大といった困難な状況下において、大きな成果と

なって表れたことをまずもってご報告させていただきます。区内の教職員一同、

大変喜んでおります。加えて、感染予防対策として、教室や職員室の消毒、アク

リル板や校門に設置する自動検温装置等の購入、教職員へのワクチンの優先接
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種など、子どもたちが安心して学校や幼稚園で過ごすことのできる環境を整備

しました。また、新型コロナウイルス感染症禍であっても、体験を通じて子ども

たちの成長を促すため、移動教室や修学旅行時の事前の抗原検査や送迎バスの

手配、まん延防止等重点措置等期間を外しての代替行事の実施などを行いまし

た。これらの実施については、区長部局から多大な財政支援をいただいたところ

でございます。 

 今年度も、あと１０日ほどで卒業式や修了式を迎えようとしておりますが、来

年度も引き続き厳しい状況が続くことが想定されます。教育委員会としまして

は、４名の教育委員の先生方とともに事務局も含めて英知を結集し、子どもたち

をしっかり育てるため、いかなる局面に対しても適切な対応を講じてまいりた

いと考えております。 

 西川区長には、今後ともぜひご支援・ご助力をいただきますよう、心からお願

い申し上げまして、私からの意見とさせていただきます。本日は誠にありがとう

ございました。 

 

○総務担当部長  

各委員の皆様におかれましては、様々な観点からご意見をいただき、ありがと

うございました。 

それでは、最後に西川区長より、本日のまとめをお願いいたします。 

 

○西川区長  

本日は、大変貴重なご意見をいただき、ありがとうございました。  

未来社会の守護者である子どもたちを家庭、学校、教育委員会が一体となって、

見守り育てていくべきであるということを改めて考える一時でございました。 

今後も続く新型コロナウイルス感染症禍において、子どもたちが安全安心に

学校生活を送ることができるよう、本日いただきましたご意見を十分に踏まえ、 

区と教育委員会で連携し、取り組んでまいりたいと存じます。荒川区の教育活動

の更なる発展に、今後も教育委員の皆様の絶大なお力を拝借できれば、この上な

い喜びでございます。これからも、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 

○総務担当部長  

ありがとうございました。 

以上をもちまして、令和３年度荒川区総合教育会議を閉会いたします。 

本日は、誠にありがとうございました。 

―了― 
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